
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたと活かす みんなで育む 歴史と教育のまち 本庄 

～ 世のため、後のため ～ 

この学校便りでご案内している講座の申込みは終了しています。 

市民総合大学の講座の申込みは、毎年「広報ほんじょう３月号」でご案内しております。 

秋の夕暮
鮮やかな紅葉や夕焼け空が美しい季節になりました。秋にちなみ、新古今和歌集の中で

「三夕（さんせき）の和歌」と呼ばれ親しまれてきた三つの和歌を紹介します。 

「さびしさはその色としもなかりけり槙（まき）立つ山の秋の夕暮れ」 寂蓮 

「心なき身にもあはれは知られけり鴨（しぎ）立つ沢の秋の夕暮れ」  西行 

「見渡せば花も紅葉（もみじ）もなかりけり浦の苫屋の秋の夕暮れ」  定家 

作者は、いずれも平安末期から鎌倉初期に活躍した歌人の歌です。三首の和歌の共通点は

すべて、「秋の夕暮れ」という体言（名詞）で歌がしめくくられており、「もののあはれ」を

秋の夕暮れに込めています。日本人は古くから、寂しさや物悲しさを詠うことで秋の情感を

際立たせる方法も知っていました。 

現代でも、秋はなんだか寂しげで切なく感じますが、それでいて美しいものですね。 

リサーチパーク 空調工事のお知らせ 

リサーチパークの空調工事に伴い、１０月２２日（火）～12 月９日（月）まで

冷暖房機が使用できなくなる予定です。大変申し訳ございませんが、会場がリサ

ーチパークの講座では、衣服等での調整をお願い致します。 

今月も季節にちなんだ難読漢字をお届けします。読めそうで読めない 

難読漢字クイズにぜひ、チャレンジしてみてください！ 

「黄昏時」 

ヒント… 夕暮れに関係があります。 

答えは編集後記に載っています！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7．風呂長寿学          

～お風呂と健康＆安全入浴法を学ぶ～（全 1 回） 

＜1 回目＞11 月 5 日（火） 午前 10 時～ 

会場：リサーチパーク レクチャールーム 1 

5．人生 100 年時代にむけて        

～食生活・健康づくり・環境問題についてお伝えします～（全３回） 

＜３回目＞11 月 18 日（月） 午後２時～ 

会場：リサーチパーク レクチャールーム 1 

 

8．片付けで人生を豊かに（全２回） 

＜1 回目＞11 月 27 日（水） 午前 10 時～ 

会場：リサーチパーク レクチャールーム 1 

 

第 6 回 11 月  １日 （金） 午前 10 時～ 

   超長寿社会と高齢者の幸せについて 

～公・私の役割と対応を中心に～  

           

第 7 回 12 月  3 日 （火） 午前 10 時～ 

子育てのヒント 

～魔法のアイテム、ゲットしよう！～  

11 月１日は金曜日です。 

ご注意下さい。 

43．温泉学 

～初級編～（全 1 回） 

＜１回目＞11 月２２日（金） 午前 10 時～ 

会場：リサーチパーク レクチャールーム 1 

12 月３日は火曜日です。 

ご注意下さい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24．オーケストラをとおして学ぶ「傾聴力」（全 4 回）    

＜４回目＞11 月 7 日（木） 午後１時 30 分～ 

会場：リサーチパーク レクチャールーム 1 

 

23．大人のための埴輪作り（全４回） 

＜４回目＞11 月 13 日（水） 午後１時 30 分～ 
会場： リサーチパーク 4 階 S407 

 

会場が変更に

なりました。 

12．本庄市の社寺仏閣、歩いて学ぶ身近な歴史 

～本庄方面を中心に～（全 3 回） 

＜３回目＞11 月 14 日（木） 午前 9 時 30 分～ 

集合：カミケンシルクドーム駐車場 

＜服装・持ち物など＞ 

飲み物、汗拭きタオル、歩きやすい服装、履きなれた靴、リュック 

サックなど両手が空くバッグ。雨天時は雨具等ご用意ください。 

27. 100ｍウォーキング 

～美しく速く歩くことの効果～(後期 児玉会場)（全３回） 

＜２回目＞11 月 20 日（水） 午後２時３０分～ 

会場：タカハシソースエコーピア アリーナ全面 

    （本庄市児玉総合公園体育館）    

＜服装・持ち物など＞体育館シューズ、タオル（フェイスタオル） 

33．いつまでも健やかにハッピーに!!        

～健幸ヨガ～（全４回） 

＜3 回目＞11 月 12 日（火） 午後１時 30 分～ 

＜４回目＞11 月 26 日（火） 午後１時 30 分～ 

          会場：カミケンシルクドーム サブアリーナ  

＜持ち物＞バスタオル又はヨガマット、体育館シューズ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜12 月上旬の講座＞

16．本庄の歴史          

～私たちはどこから来て、どうしてこの北関東の     

本庄に住むようになったのでしょうか～（全 4 回） 

＜1 回目＞12 月 2 日（月） 午後 2 時～ 

＜2 回目＞12 月 9 日（月） 午後 2 時～ 

会場：リサーチパーク レクチャールーム 1   
          

8．片付けで人生を豊かに （全 2 回） 

＜2 回目＞12 月４日（水） 午前 10 時～ 

会場：リサーチパーク レクチャールーム 1 
 

34．転ばないからだづくり        

～今からできる転倒予防～（全 4 回） 

＜１回目＞12 月１０日（火） 午後 2 時～ 

会場：リサーチパーク レクチャールーム 1 

難読漢字の正解は「たそがれどき」です。日没直後、藍色の西の空に夕焼け
の名残りの「赤さ」が残る時間帯です。「黄昏（たそがれ）」の由来は「万葉集」
の和歌で「誰そ彼と われをな問ひそ 九月の 露に濡れつつ 君待つわれそ」
と詠まれた「誰そ彼」（たそかれ）」が語源と言われています。辺りが暗くなり
かけたころ誰の顔であるか分からないような状況で「誰そ彼（たそかれ）＝あ
なたは誰？」という意味で使われています。同じようなものに「彼は誰」があ
ります。どちらも同じ意味で使われていましたが、いつのまにか「彼は誰」が
明け方を「誰そ彼」が夕方を表すようになったとされています。今、私たちが
使う「黄昏時」という言葉が定着したのは江戸時代と考えられています。街灯
がない道では薄暗い時間帯になるとお互いに「誰そ彼」とお互いの身元を聞
き合う風習がありました。その後「誰そ彼」の当て字に「黄昏」という漢字で
使われるようになり、昔の人々が「誰そ彼」と聞いていた時間帯を「誰そ彼時
⇒黄昏時」と書き記すようになったそうです。 

映画「君の名は。」では、主人公の二人が再会する黄昏時を「かたわれ時」
と敢えて表現していました。映画のタイトルが「黄昏＝誰そ彼」「君の名は。」
に繋がっているのも面白いですね。 

みなさんも、「黄昏時」に空を眺めて、秋の美しさを味わってみてはいかが
でしょうか。 

＜本庄市市民総合大学 企画・運営＞ 

公益財団法人 本庄早稲田国際リサーチパーク 倉林・花房・木村 

TEL   0495-24-7466 FAX 0495-24-7465 

携帯電話 080-6436-6212 

※講座当日の欠席等の連絡は携帯電話へお願いします！ 

E-Mail shidai@howarp.or.jp 

リサーチパークHP 

学校便り 


